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日
水
協

「
検
討
準
備
会
」を
設
置

下
水
道
か
ら

の
リ
ン
回
収

国
交
省
検
討
会
が
課
題
ま
と
め
る

御
園
日
水
協

専

務

理

事

円
代
議
士
の
勉
強
会
で
講
演

下
水
道
機
構「
技
術
サ
ロ
ン
」

１８
時
か
ら
ス
タ
ー
ト

石
丸

浩
・
本
紙

論
説
委
員
が
死
去

開
会
式
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ー

ル
市
内
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ホ

ー
ン
国
際
会
議
・
展
示
場
で

開
か
れ
た
。
冒
頭
、
ロ
イ
・

フ
ォ
ー
シ
ョ
ン
世
界
水
フ
ォ

ー
ラ
ム
会
長
は
、「
世
界
は

経
済
発
展
に
伴

い
水
の
需
要
が

高
ま
り
、
水
不

足
は
深
刻
に
な

っ

て

い

る
。

我
々
は
責
任
を
持
っ
て
水
管

理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
水
問
題
は
全
人
類
の
共

通
の
問
題
で
あ
り
、『
水
問

題
解
決
の
た
め
の
橋
を
か
け

よ
う
』
が
今
回
の
メ
イ
ン
テ

ー
マ
で
あ
る
」
と
挨
拶
。
次

世
代
の
た
め
に
は
新
し
い

橋
、
し
か
も
沢
山
の
橋
が
必

要
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

そ
の
後
、
ト
バ
ッ
シ
ュ
・

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
市
長
、
ト

ル
コ
共
和
国
・
ア
ブ
ド
ラ
環

境
大
臣
が
挨
拶
。
イ
ス
タ
ン

ブ
ー
ル
が
ロ
ー
マ
帝
国
の
水

道
橋
以
来
「
水
文
化
都
市
」

の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
、
水
の
関
す
る
長
い
歴
史

を
紹
介
。「
こ
の
地
で
の
世

界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
を
歓

迎
す
る
」
と
述
べ
た
。

日
本
の
皇
太
子
殿
下
は
、

「
世
界
で
は
ト
イ
レ
の
整
備

や
し
尿
処
理
、
下
水
の
処
理

な
ど
、
効
率
的
に
処
理
す
る

こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
。
私

は
第
４
回
メ
キ
シ
コ
で
の
水

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
江
戸
時

代
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る

『
金
肥
』の
話
を
し
ま
し
た
。

日
本
国
民
は
、
し
尿
を
貴
重

な
資
源
と
し
て
活
用
し
、
お

互
い
の
利
益
を
生
み
だ
し
て

き
ま
し
た
。今
、世
界
で
は
、

水
災
害
、
水
不
足
、
海
面
上

昇
、
飲
料
水
の
不
足
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
氷
河
の
減
少
な
ど
、

異
な
っ
た
問
題
が
数
多
く
提

起
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た

ち
は
世
界
に
向
け
て
知
識
を

共
有
し
、
国
際
社
会
と
力
を

合
わ
せ
、
問
題
解
決
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
ま
す
」

「
今
こ
そ
知
識
と
叡
智
を
傾

け
、
行
動
を
持
っ
て
解
決

し
、
世
界
の
隅
々
ま
で
水
を

届
け
ま
し
ょ
う
。
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
を
行
く
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

の
よ
う
に
新
し
い
時
代
に
勇

気
を
与
え
る
こ
と
を
祈
り
ま

す
」
と
、
流
ち
ょ
う
な
英
語

で
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
た
。

最
後
に
ト
ル
コ
共
和
国
の

ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・
ギ
ュ
ル

大
統
領
は
、「
ト
ル
コ
は
二

千
年
余
り
の
歳
月
を
経
て
人

種
の
交
流
、
幾
多
の
文
明
や

文
化
の
架
け
橋
と
な
っ
て
き

た
。
水
に
つ
い
て
も
世
界
の

架
け
橋
と
な
る
こ
と
を
宣
言

す
る
」
と
述
べ
、
世
界
水
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
意
義
を
確
認
。

会
場
を
埋
め
た
３
千
人
か
ら

大
き
な
拍
手
が
わ
い
た
。

�
日
午
後
か
ら
具
体
的
な

会
議
が
、
フ
ェ
サ
ネ
文
化
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
国
際
会
議
場

で
開
催
さ
れ
る
。
併
設
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
子
供
水

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
ユ
ー
ス
水
フ

ォ
ー
ラ
ム
も
開
催
さ
れ
る
。

�
日
は
日
本
の
皇
太
子
殿

下
が
メ
イ
ン
会
場
で
基
調
講

演
を
さ
れ
た
。

今
回
は
メ
キ
シ
コ
の
よ
う

な
反
対
運
動
は
あ
ま
り
見
ら

れ
な
か
っ
た
、
し
か
し
現
地

の
報
道
に
よ
る
と
反
対
派
は

会
場
の
外
で
デ
モ
を
行
い
、

�
人
が
拘
束
さ
れ
た
と
伝
え

て
い
る
。

技
術
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
６

つ
の
水
に
対
す
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
テ
ー
マ
、
�
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
、
１
１
５
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

の
分
科
会
が
開
催
さ
れ
る
。

逐
次
改
正
に
事
業
者
の
意
見

厚
生
労
働
省
が
行
っ
て
い

る
水
道
水
質
基
準
の
逐
次
改

正
で
、
改
正
の
検
討
を
進
め

る
た
め
の
準
備
会
が
日
本
水

道
協
会
に
設
置
さ
れ
る
。
�

日
、
日
水
協
は
第
２
２
３
回

衛
生
常
設
調
査
委
員
会
（
委

員
長＝

�
橋
清
・
仙
台
市
水

道
局
水
質
検
査
課
長
）
を
開

き
、
設
置
を
決
め
た
。

水
質
基
準
は
最
新
の
科
学

的
知
見
に
従
っ
て
逐
次
改
正

方
式
で
改
正
を
検
討
す
る
よ

う
平
成
�
年
に
厚
生
科
学
審

議
会
が
答
申
。
以
降
、
眞
柄

泰
基
・
北
海
道
大
学
客
員
教

授
を
委
員
長
に
学
識
経
験
者

者
で
構
成
さ
れ
る
水
道
水
質

基
準
逐
次
改
正
検
討
会
で
検

討
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
の
検
討
会
で

は
実
際
の
水
質
管
理
を
行
う

水
道
事
業
者
が
直
接
意
見
を

述
べ
る
機
会
が
な
く
、
水
道

事
業
者
サ
イ
ド
が
意
見
を
何

ら
か
の
形
で
具
申
で
き
る
よ

う
な
体
制
づ
く
り
が
必
要
だ

と
の
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
日
水
協
に
「
水
質
基

準
検
討
準
備
会
」
を
設
置
し

て
、厚
労
省
、学
識
経
験
者
、

水
道
事
業
者
の
三
者
が
事
前

に
、
自
由
に
意
見
交
換
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
準
備
会
の

構
成
は
当
面
、
現
行
の
検
討

会
の
全
委
員
と
衛
生
常
設
調

査
委
の
正
副
委
員
長
と
な
る

見
込
み
。

第
５
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
�
日
午
前
（
現
地
時
間
）、
ト
ル
コ
共
和
国
の
イ
ス

タ
ン
ブ
ー
ル
で
�
日
ま
で
の
７
日
間
の
幕
を
開
け
た
。
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
で
２
０
０
６

年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
第
４
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
引
き
継
ぎ
３
年
毎
に
開
か
れ
る

も
の
で
、
今
回
の
参
加
登
録
者
数
は
過
去
最
大
級
で
１
３
０
ヵ
国
、
約
２
万
人
を
超
え

て
い
る
。

（
Ｙ
）

技
術
、制
度
面
で
課
題

国
土
交
通
省
下
水
道
部
は

３
日
、「
第
２
回
下
水
・
下
水

汚
泥
か
ら
の
リ
ン
回
収
・
活

用
に
関
す
る
検
討
会
」（
座

長＝

津
野
京
大
大
学
院
教

授
）
を
下
水
道
機
構
で
開
い

た
。
検
討
会
は
今
回
で
終
了

と
な
り
、
下
水
道
か
ら
リ
ン

を
回
収
す
る
際
の
課
題
に
つ

い
て
ま
と
め
た
も
の
が
公
表

さ
れ
る
。技
術
面
、制
度
面
、

経
営
面
の
課
題
を
ク
リ
ア
し

て
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
リ

ン
に
つ
い
て
下
水
道
か
ら
の

回
収
を
広
め
た
い
考
え
だ
。

検
討
会
で
は
下
水
汚
泥
等

か
ら
の
リ
ン
回
収
に
取
り
組

ん
で
い
る
自
治
体
に
お
け
る

現
状
や
課
題
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
農
業
関
係
者
等
の

ユ
ー
ザ
ー
側
の
実
態
や
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
下
水
道
事
業

者
と
し
て
の
課
題
は
、
▽
回

収
原
価
の
改
善
▽
品
質
管
理

体
制
の
構
築
が
あ
げ
ら
れ

た
。
リ
ン
を
活
用
す
る
肥
料

メ
ー
カ
ー
・
農
業
者
と
し
て

は
、
▽
活
用
の
た
め
の
技
術

課
題
の
明
確
化
▽
回
収
リ
ン

の
肥
料
取
締
法
上
の
位
置
付

け
の
明
確
化
・
取
り
扱
い
の

簡
素
化
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら

に
回
収
リ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
向

上
と
い
っ
た
課
題
も
あ
る
。

明
ら
か
に
さ
れ
た
課
題
は
解

決
に
向
け
引
き
続
き
議
論
が

行
わ
れ
る
。

「
水
は
国
策
」と
訴
え
る

民
主
党
の
円
よ
り
子
参

議
院
議
員
（＝

財
政
金
融

委
員
長
。
同
党
副
代
表
）

の
勉
強
グ
ル
ー
プ
「
ニ
ッ

ポ
ン
の
智
力
を

活
か
す
会
」
の

３
月
の
例
会
が

�
日
朝
に
行
わ

れ
、
メ
イ
ン
ス

ピ
ー
カ
ー
と
し

て
招
か
れ
た
日

水
協
の
御
園
良

彦
・
専
務
理
事

が
『
生
命
（
い

の
ち
）
の
水
道

・
ニ
ッ
ポ
ン
の

設
立
に
つ
い
て
』と
題
し
、

講
演
し
た
。

「
欧
米
の
水
会
社
の
動

向
と
併
せ
日
本
の
水
道
の

今
後
に
関
心
が
あ
る
」
と

い
う
円
議
員
の
挨
拶
に
続

い
て
御
園
専
務
が
登
壇
。

日
本
の
水
道
の
現
況
や
水

道
の
安
全
保
障
に
関
す
る

検
討
会
に
つ
い
て
説
明
し

た
後
、「
水
道
事
業
の
運

営
基
盤
強
化
対
策
と
し
て

の
広
域
化
推
進
、
と
り
わ

け
公
民
連
携
の
推
進
を
目

指
す
」
と
�
生
命
の
水
道

・
ニ
ッ
ポ
ン
�
の
活
動
方

針
を
紹
介
し
、
円
議
員
や

同
じ
く
民
主
党
の
鈴
木
寛

・
参
議
を
は
じ
め
と
す
る

聴
衆
も
日
本
の
内
外
の
水

道
事
情
に
強
い
関
心
を
抱

い
た
様
子
だ
っ
た
。

さ
ら
に
、
御
園
専
務

は
、「
日
本
の
水
道
に
と

っ
て
今
後
考
え
ら
れ
る
最

大
の
ネ
ッ
ク
は
農
水
の
慣

行
水
利
権
と
地
下
水
利
用

の
未
規
制
」と
強
調
、「
水

は
国
策
と
の
考
え
で
、
ぜ

ひ
政
党
を
離
れ
て
国
の
た

め
に
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
我
が
国
の
水
道
界

が
置
か
れ
て
い
る
現
状
と

課
題
克
服
に
向
け
た
取
り

組
み
に
対
す
る
理
解
を
訴

え
た
。

日
本
パ
ビ
リ
オ
ン
が
人
気

水
の
エ
キ
ス
ポ
館
で
は

「
日
本
パ
ビ
リ
オ
ン
」
が
人

気
を
集
め
て
い
る
。

日
本
パ
ビ
リ
オ
ン
は
日
本

水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
主
催
、
参

加
日
本
企
業
が
過
去
の
主
要

な
水
に
関
す
る
国
際
会
議

で
、
積
み
重
ね
て
来
た
情
報

発
信
の
場
で
あ
る
。
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
国
際
水
週
間
で
も

「
日
本
パ
ビ
リ

オ
ン
」
が
活
躍

し
た
。
日
本
パ

ビ
リ
オ
ン
の
規
模
は
年
々
拡

大
し
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で

は
	
の
展
示
ブ
ー
ス
及
び
５

つ
の
ポ
ス
タ
ー
・
カ
タ
ロ
グ

展
示
ブ
ー
ス
を
確
保
。「
日

本
ブ
ラ
ン
ド
」
を
強
力
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
各
ブ
ー

ス
で
は
、
日
本
の
企
業
や
水

に
関
す
る
団
体

が
培
っ
て
き
た

技
術
、経
験
、ノ

ウ
ハ
ウ
な
ど
先

進
的
な
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
多
く

の
海
外
メ
デ
ィ

ア
か
ら
も
注
目

さ
れ
、
来
場
者

も
多
い
。

下
水
道
機
構
の
技
術
サ
ロ

ン
が
多
く
の
人
に
来
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
理
由
で
	
時

か
ら
開
始
に
変
更
。
次
回
は

４
月
９
日
、「
下
水
道
に
お

け
る
温
暖
化
防
止
対
策
」＝

花
木
東
大
教
授
。
皆
さ
ん
も

帰
り
に
寄
っ
て
み
て
は
？

（
い
し
ま
る
・
ひ
ろ
し＝

水

道
産
業
新
聞
社
論
説
委
員
）

�
日
、
急
性
心
不
全
の
た
め

死
去
。


歳
。
昭
和
�
年
水

道
産
業
新
聞
社
入
社
。
編
集

長
、
専
務
取
締
役
を
歴
任
。

平
成
�
年
論
説
委
員
に
。
昭

和
�
年
か
ら
１
面
コ
ラ
ム

「
水
音
」
を
担
当
。
告
別
式

は

日
午
前
�
時
か
ら
愛
媛

県
新
居
浜
市
の
「
ド
リ
ー
マ

ー
上
部
会
館
」
で
執
り
行
わ

れ
た
。

大
江
健
三

郎
は
今
も
水

泳
だ
け
は
続

け
て
い
て
、

プ
ー
ル
で
顔

見
知
り
の
人

か
ら
「
全
身
運
動
で
す
も

ん
ネ
」
と
挨
拶
さ
れ
る
▼

そ
こ
で
彼
は
「
あ
な
た
の

使
っ
て
る
辞
書
に
�
全
身

運
動
�
っ
て
載
っ
て
ま
す

か
？
」
と
問
い
か
け
る
。

知
人
の
辞
書
に
も
著
者
の

辞
書
に
も
全
身
運
動
は
載

っ
て
な
い
そ
う
だ
（『
読

書
講
義
』
よ
り
）
▼
著
者

は
「
再
読
の
す
す
め
」
の

た
め
に
全
身
運
動
を
持
ち

出
し
て
お
り
、
原
書
と
翻

訳
書
と
辞
書
と
色
鉛
筆
を

用
意
し
て
、
じ
っ
く
り
読

み
進
め
る
の
が
全
身
運
動

だ
と
い
う
が
、
い
か
に
も

コ
ジ
ツ
ケ
っ
ぽ
い
▼
「
水

を
語
る
会
」
で
は
武
藤
芳

照
教
授
か
ら
正
真
正
銘
の

�
全
身
運
動
�を
聞
い
た
。

「
ゴ
ル
フ
は
半
身
。
水
泳

こ
そ
は
全
身
運
動
で
す
。

水
中
歩
行
は
前
向
き
・
後

ろ
向
き
・
斜
め
歩
き
を
」

と
勧
め
「
そ
の
前
後
に
必

ず
コ
ッ
プ
一
杯
の
水
を
飲

む
」
と
強
調
さ
れ
た
▼
大

江
氏
は
じ
め
作
家
の
雑
文

に
は「
机
上
に
魔
法
瓶
」と

い
う
の
が
散
見
す
る
。
机

に
向
か
っ
て
い
て
も
、
や

は
り
全
身
運
動
な
の
か
。

本
号
の
内
容

▽
岩
国
南
せ
せ
ら
ぎ
セ
ン
タ
ー
第
１
期
工
事
完
成
（
３
面
）

▽
全
国
上
下
水
道
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
関
西
支
部
（
４
面
）

▽
グ
ラ
ビ
ア＝

地
域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
・
山
形
市

水 道 産 業 新 聞 社

大 阪：〒５３０―００２７ 大阪市北区堂山町１―５

電 話（０６）６３１２－３８７１

ＦＡＸ（０６）６３１２－３８７４

東 京：〒１０５―０００１ 東京都港区虎ノ門１―１９―１０

電 話（０３）５２５１－０３０３

ＦＡＸ（０３）５２５１－３８０２

休
刊
の
お
知
ら
せ

次
号
�
日（
月
）付
は

休
刊
と
い
た
し
ま
す
。

ご
了
承
下
さ
い
。

世世界界のの水水問問題題解解決決へへ橋橋をを架架けけよようう

多くの子供も参加

第
５
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
幕

イ
ス
タ
ン

ブ

ー

ル

１３０
ヵ
国
、２
万
人
が
参
加

水大賞の表彰式

皇太子殿下ギュル・トルコ大統領

大成機工のブースで右から坂本氏、御園氏、

吉村氏

桜で日本をアピール

水問題は党派を越えてと御園氏

（週二回月・木曜日発行）２００９年（平成２１年）３月１９日（木曜日）
購読料 １カ月���円 年間���円（税込）
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